
南区自治協議会第１部会 会議概要 
（所管分野：公共交通，防犯・防災，環境，建設，都市計画等） 

令和元年度 第６回会議 

開催日時 令和元年１０月１６日（水）午後２時～午後３時３０分 

会  場 南区役所４階 自治協議会委員室 

出 席 者 
委   員 

鞠子部会長，阿部副部会長，須戸委員，久保委員，本永委員，梅津

委員，小田委員（欠席：森澤委員） 

事 務 局 地域総務課４名 

概  要 

１ 令和２年度特色ある区づくり予算について 

・担当課より提案された事業に対する対応について説明がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和２年度第１部会提案事業について 

 （１）公共交通ＰＲ事業について 

   ・チラシの作成や車内装飾実施による一定の効果が見られる。 

 （２）防犯・防災事業について 

   ・現在行っている見守り活動について小学校単位で行った方が良いので    

はないか。 

各委員で案を考え、次回の部会で検討することとしました。 

 

３ 公共交通上半期利用実績について 

  ・大人の利用者が増えているのはＰＲに対する効果があった。 

  ・利用が減少している、小学生や、高校生については、基本的に毎日通学で利用

するため、生徒数が１、２人減るだけで実績としては数百人の減少になる。 

  ・子供の数が減っている中、運行を継続するために効率的な運行をする必要。 

そのためには、現状の利用実績や、潜在的な利用ニーズなどのデータを分析す

る必要がある。 

 

 

資料３－１ 

★災害時の避難場所はどんな状況 

★自主防災「災害が発生したら」地域別張り紙の作成 

・避難所の運営については地域（避難所毎）に役割の班編成やリーダーなどの組織

づくりが必要。 

・避難所を運営する側も被災する可能性を考え、複数人いると安心。 

・避難所の運営体制の検討も必要だが、避難者（水・食料の持参など）への情報提

供も含めた訓練を実施するのが望ましい。 

・水害等ではトイレなどのインフラが使用できなくなる可能性も考慮し、各地域・

施設ごとに検討が必要。 

・ハザードマップを作成・全戸配布を行ったが認知度については差がある。普段か

ら家庭や各地域による意識啓発を行っていくことが大切である。 

 


